
　甲南大学を擁する学校法人甲南学園は、実業界や社会
奉仕事業、政界など多分野で活躍した平生釟三郎が
1919年に創設。国際都市・神戸を拠点に、8学部14
学科と大学院4研究科を有する私立総合大学です。建学
の精神に掲げられた「人格の修養と健康の増進を重んじ、
個性を尊重して各人の天賦の特性を伸張させる人物教育
の率先」は、100年の歴史を経た今もなお、脈々と受
け継がれています。
　次の100年に向けた「KONAN U. VISION 2025」
のもと、人物教育の率先を目指して、「彩り教育」を展開
するなど、ミディアムサイズの総合大学の特色を生かし
たさまざまな改革を推進しています。

＂
ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大
学
＂
と
い
う

特
性
を
生
か
し
た
伝
統
あ
る
「
人
物
教
育
」
が

学
生
の
可
能
性
を
無
限
に
広
げ
る
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世
界
基
準
で
考
え
、
行
動
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
新
た
な
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

甲
南
大
学
で
は
、
次
の
１
０
０
年
を
見

据
え
て
新
た
な
伝
統
を
創
造
す
る
た
め
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

Ｕ
．

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
５
  （1）

」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
２
０
２
４
年

４
月
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
環
」
を
新

設
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
を
志
す
学

生
を
対
象
と
す
る
新
た
な
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
  （2）

」
が
始
動
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
複
数
言
語
圏

へ
の
ダ
ブ
ル
留
学
が
必
修
。
異
な
る
複
数

の
言
語
圏
で
学
び
、
生
活
す
る
こ
と
で
、

異
文
化
や
国
際
社
会
、
地
域
社
会
へ
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題

の
解
決
に
必
要
な
教
養
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
外
国
語
の
習
得
は
も
と

よ
り
、
法
学
・
政
治
学
や
経
済
学
、
経
営

学
と
い
っ
た
社
会
科
学
に
関
す
る
学
び
の

ほ
か
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
に
関

す
る
学
び
ま
で
、
幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
が

学
ぶ
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
演
習
」
で
は
、
25
人

育
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
教
育
で
は
ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の

総
合
大
学
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
、
エ
ッ

ジ
の
利
い
た
学
び
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
で
は
、
同
大
と
ア
メ
リ
カ
の
ユ

タ
州
に
あ
る
ウ
ィ
ー
バ
ー
州
立
大
学
の
両

方
の
学
位
が
取
得
で
き
る
「
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
。
経
営
学

部
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」、
知
能
情
報
学
部
の
「
ス
ー

パ
ー
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
、
各
学
部
の
専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
る

の
学
生
に
対
し
て

教
員
11
人
の
チ
ー

ム
に
よ
る
指
導
体

制
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
知
見
を
持
つ
教

員
た
ち
の
指
導
に

よ
っ
て
、
広
い
視

野
と
多
様
な
問
題

意
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
多
様

な
学
び
を
通
し
て

得
た
世
界
基
準
の

視
点
や
教
養
を
生

か
す
場
と
し
て
、

自
治
体
や
企
業
と

連
携
し
て
行
う

「
グ
ロ
ー
カ
ル
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
Ｐ
Ｂ

Ｌ
（
課
題
解
決
型

の
学
び
）
を
用
意
。

ま
た
、
ダ
ブ
ル
留

学
し
て
も
４
年
間
で
卒
業
で
き
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
、
ダ
ブ
ル
留
学
の
う

ち
短
期
留
学
１
回
分
の
参
加
費
用
を
免
除

す
る
な
ど
、
経
済
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

も
整
備
し
て
い
ま
す
。

興
味
や
目
標
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
で

学
生
生
活
や
人
生
を
彩
り
豊
か
に

　
「
専
門
教
育
」「
全
学
共
通
教
育
」「
正
課

外
教
育
」
と
い
う
３
つ
の
要
素
が
密
接
に

連
携
し
な
が
ら
、
学
生
を
成
長
へ
と
導
く

甲
南
大
学
の
多
彩
な
教
育
は
「
彩
り
教

（1） KONAN U. VISION 2025
●VISION1

ミディアムサイズ総合大学の利点を生かした
人物教育をより強力に推し進め、予測不可能
な時代を「正志く、強く、朗らかに」生き抜
く人物を育むことにより確固たる信頼を得る
大学になる。

●VISION2
世界に通用する研究力と地域社会の発展に資
する共働互助の力を教育に生かし、人物の育
成と社会貢献を通じてよりよい社会の実現に
持続的に貢献する大学になる。

●VISION3
つなげる力・つながる力を生かして絶えず革
新を重ね、時代の変化のなかでも強靭かつし
なやかに進化し続ける質の高い大学になる。

（2） 学位プログラム「STAGE」
　Specia l  Track  for  Accelerated Global 
Educationbの略称で、グローバルキャリアを志
す１学年定員25名の特別プログラム。2024年
４⽉新設のグローバル教養学環で展開される。
複数⾔語圏へのダブル留学と１年次から４年次
まで学ぶSTAGE演習を中⼼に、異⽂化を理解し、
国際社会、地域社会における課題解決に必要な
グローバル教養を⾝につけ、グローカル人材とし
て世界基準で考え、活躍できる人物を育成する。

（3） 全学共通教育センター
　「徳・体・知」を育む一体的な共通教育を行
うため、充実した全学共通教育を提供。専門教
育の基盤となる学びとして、初年次から多彩な
科目群を開講している。
　このうち、「基礎共通科目」では、人⽂科学、
社会科学、自然科学に加え、学際融合系、国際
⾔語⽂化系、スポーツ健康系に広がる幅広い基
礎教養科目を修得。学部を超えた学生同士が少
人数のグループを作り、ひとつのテーマについ
て協働して取り組むプロジェクト型学習「共通
基礎演習」などがある。
　「外国語科目」では、１年次に英語に加え、
第２外国語としてドイツ語、フランス語、中国
語、韓国語から１⾔語を選択。中級・上級外国
語や留学支援科目を学ぶこともできる。
　「保健体育科目」は、１年次を対象にした「基
礎体育学演習」と、２年次以上を対象とした生
涯スポーツを開設。
　上級生でも履修可能な「キャリア創生共通科
目」では、法律・会計・マネジメントに関する
実務知識や、ITリテラシー、英語で学ぶビジネ
スなど、多様多種な科目を開講。これらの科目
を専門教育科目と並行して学ぶことで、社会で
活躍するための能力を⾝につけることができる。

正
課
外
教
育
に
お
い
て
は
、
学
内
で
の
学

習
支
援
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
学
生
個
々
の
活
動
を
大
学
が
評
価
・
認

定
す
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ

イ
ト
」
と
い
っ
た
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

学
生
の
成
長
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

　

甲
南
大
学
で
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

学
生
支
援
機
能
を
一
つ
に
集
約
し
、「
学

生
支
援
機
構
」
を
設
置
。
組
織
間
の
連
携

を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
学
生
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
と
っ

て
魅
力
的
な
大
学
づ
く
り
を
進
め
る
「
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ク
オ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
学
生
の
た
め
に
」

と
い
う
意
識
の
も
と
、
１
０
０
を
超
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
生
支
援
に
対
す
る
真
摯
な

姿
勢
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。
甲
南
大
学
で
は
、
段
階
的
な
キ
ャ

リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
一
人
ひ

と
り
の
理
想
的
な
進
路
実
現
に
向
け
て
、

き
め
細
か
な
支
援
を
展
開
。
99
・
５
％
と

彩
り
教
育
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年

度
に
設
置
さ
れ

た
全
学
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー
  （3）

で
は
、
学
部
を

問
わ
ず
全
学
生

が
履
修
で
き
る

全
学
共
通
教
育

や
、
副
専
攻
制

度
な
ど
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

導
入
共
通
科
目

の
１
つ
で
あ
る

「
共
通
基
礎
演

習
」
は
、
学
部

を
横
断
し
た
学

び
を
重
視
。
１

年
次
に
文
理
の

枠
を
越
え
た
少

人
数
の
演
習
形

式
の
授
業
で
、

他
学
部
の
学
生

と
と
も
に
学
び

ま
す
。
ま
た
、

い
う
高
い
進
路
把
握
率
（
２
０
２
２
年
度

実
績
）
は
、
学
生
と
教
職
員
の
関
係
性
の

深
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度

の
就
職
率
は
98
・
７
％
で
、
大
学
通
信
が

調
査
し
た
「
２
０
２
２
年
実
就
職
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
、
卒
業
生
２
０
０
０
人
以
上

の
大
学
（
関
西
圏
）
で
第
２
位
、
全
国
で

は
第
10
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、

「
人
物
教
育
の
率
先
」
と
い
う
教
育
理
念

の
も
と
、
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
成
長

す
る
甲
南
大
生
は
、
社
会
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
端
的
な
研
究
を
社
会
実
装
し

よ
り
よ
い
社
会
実
現
へ
の
貢
献
を
目
指
す

　

甲
南
大
学
は
、
人
文
科
学
・
自
然
科

学
・
社
会
科
学
の
３
つ
の
分
野
で
特
色
あ

る
先
端
的
な
研
究
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
優
れ
た
研
究
成
果
は
教
育
活
動
や
地
域

貢
献
な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
に
は
、
５
Ｇ
か
ら
６
Ｇ

へ
と
急
速
に
進
化
す
る
高
速
通
信
技
術
の

活
用
に
関
す
る
社
会
実
証
に
学
生
が
取
り

組
む
「Beyond 

５
Ｇ
寄
附
講
座
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
甲
南
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
認
定
と
支
援
の
枠
組
み
も
整
え
、

２
０
２
３
年
１
月
に
は
甲
南
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
第
１
号
と
し
て
（
株
）B-Lab

が

創
設
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
成
果
を
社
会
実

装
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
も
始
動
し
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決

や
新
た
な
魅
力
の
創
出
を
可
能
に
す
る
起

業
家
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
甲

南
新
世
紀
戦
略
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

始
動
し
ま
す
。
３
つ
の
研
究
チ
ー
ム
に
大

型
の
研
究
助
成
を
４
年
間
行
い
、
グ
ロ
ー

バ
ル
イ
シ
ュ
ー
の
解
決
に
つ
な
が
る
研
究

成
果
の
創
出
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

公
募
制
推
薦
入
試
に
新
方
式
を
新
設

よ
り
受
験
し
や
す
い
環
境
を
提
供

　

甲
南
大
学
で
は
、
２
０
２
４
年
度
入
学

者
を
対
象
と
し
た
入
試
か
ら
、
面
接
な
し

で
受
験
で
き
る
公
募
制
推
薦
入
試
「
教
科

科
目
型
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

面
接
が
な
く
、
２
教
科
で
受
験
で
き
る

こ
の
方
式
は
、
出
題
は
全
て
マ
ー
ク
式
。

一
般
方
式
と
、
外
部
英
語
試
験
の
ス
コ
ア

を
活
用
す
る
外
部
英
語
試
験
活
用
方
式
と

の
併
願
も
可
能
で
、
神
戸
・
岡
本
キ
ャ
ン

パ
ス
、
大
阪
・
梅
田
、
岡
山
、
広
島
の
４

会
場
で
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

甲
南
大
学
で
は
「
こ
の
大
学
で
学
び
た

い
」
と
い
う
意
欲
に
応
え
る
た
め
、
受
験

の
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
す
る
入
試
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
入
学
後
は
充
実

し
た
少
人
数
教
育
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
、

一
人
ひ
と
り
の
無
限
の
可
能
性
を
開
花
さ

せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○専門教育の彩り ○全学共通教育の彩り

ミディアムサイズの特徴を活かし
エッジの利いた「専門の学び」

個性や目的に応じ専門教育を補完し拡張する
「共通の学び」の彩り豊かさ

・少人数から展開する尖った専門教育
・グローバルの「彩り」
・理系３学部の「彩り」

○正課外教育の彩り

課外活動を含む学生生活における学びや
成長の彩り豊かさ

・活発に展開する課外活動
・KONAN サーティフィケイト

・全学共通科目の「彩り豊かな」ラインナップ
・副専攻
・融合型グローバル教育
・地域と繋がる実践的学び
・キャリア教育

○キャンパスの彩り
学内から学外へと広がる

教育を支えるキャンパスの彩り豊かさ

・異なる学部が自然に交わる環境 ３キャンパスが連携
・iCommons を拠点として展開する学生生活
・「駅を出ればキャンパス」
・各種協定による学生が活動する地域の広がり

グローバル教養学環の誕生により、
甲南大学は８学部１学環を展開

甲南大学　

学部を問わず
全員が受けられる

融合型グローバル教育

少数を対象とした
特別なグローバル教育の実績

&

海外協定校へ長期留学

学部から独立した特別なコース

少人数教育さらに
進化！

経済学部

経営学部理工学部

知能情報学部

マネジメント
創造学部

フロンティア
サイエンス学部 法学部

文学部

グローバル教養学環
STAGE

甲南大学

8学部 1学環へ
2024年度より

彩り教育について

153 卓越する大学 甲南大学 152


